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バレーボールにおけるフロントとバックの攻撃パタ
ーンについての研究




















































































撃群 フー ンポ 攻撃種蛾
速 群 第１テン Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの速攻

















































































































































26回リーク＄ CＯＮＢ 打数 決定 C出現率（％） 打１１１現率（％） 決定率（％）
Ｆ集Ｂ外 2078 477 241 67.4 65.5 50.5 
Ｆ分Ｂ１ｌＪ 406 9４ 4１ 13.2 1２．９ 43.6 
FWQB外 120 2０ ８ 3.9 2.7 4００ 
F集ＷＢＡ 477 137 6５ 1５．５ 1８．８ 47.4 
計 3081 728 355 48.8 
31回1リークｄＢ CＯＮＢ 決定 C出現率（％） 打'11現率（％） 決定率（％）
Ｆ集Ｂ外 956 1７１ 9４ 9Ｌ６ 9２９ 55.0 
Ｆ分Ｂ中 6６ 1０ ５ 6.3 5.4 50.0 
ＦＷＱＢ外 2０ ２ １ 1.9 1.1 50.0 
F集ＷＢＡ ２ １ ０ ０２ ０５ 0.0 
計 1044 184 100 5４３ 
法政大学体育研究センター紀要
１１}現していないことが明らかになった。
第261回|日本リーグにおいて、次に出現率の高いパターンは、‘Ｆ集WBA，で15.5％（打数の
出現率は18.8％）であった。このパターンはフロントの攻撃者が二人の場合のみに出現し、各
チームによって全く１１１現しないチームと||似,l率の,fliいチームとに分かれた。
その他、フロントのコンビネーションがレフト、センター、ライトと分=散して、そのバック
ゾーンからバックアタックを仕掛ける‘Ｆ分Ｂ中’は132％（打数の出現率は129％）であっ
た。このパターンは、フロントの攻撃者が三人の場合に多く川現するパターンであった。
またフロントの攻撃者がダブルクイックに入り、その外側からバックアタックを打つ‘ＦＷ
ＱＢ外’は最も少なく、3.9％（打数の１１１現率は２７％）であった。
このようにパターン別でみると、フロントの攻撃者をセッターの前方あるいは後方に集め、
その逆サイドからバックアタックを仕掛けるという、空'１１１を使ったパックアタックのパターン
と、フロントの攻撃者をセッターの前後に分散させ、第一テンポを仕掛けるポジションから、
第二テンポであるバックアタックを(|:掛けるという、時'１１１差攻撃的に使ったパターンの二つに
分けられ、その二つのパターンを合わせた、二つのポジションからバックアタックを仕掛ける
パターンの三つに分けられると考えられる。このことは、スターティングラインナップにおけ
るセッターの位置や、そのチームのバックアタックを打つ攻撃者の人数、そしてフロントの攻
撃者の人数によって変わると考えられる。
パターン別の決定率を見ると、両リーグとも出現率が高いにも関わらず、‘Ｆ集Ｂ外，が最
も高く、逆に‘Ｆ分Ｂ中，、‘ＦＷＱＢ外’はともに全体の決定率より下回っていた。これは、
‘Ｆ集Ｂ外，が空間差を使って相手ブロックを分散させるのに対し、‘Ｆ分BLl]，、‘ＦＷＱ
Ｂ外’は、フロントの攻撃とほぼ同じ位置でバックアタックを打つことで、フロントの攻撃を
マークしていたブロッカーがもう一度バックアタックに跳び易く、‘Ｆ集Ｂ外，のようにあら
かじめバックアタックをマークしていないとブロックに参加できないことはなく、フロントを
マークしながらもトスを見てブロックに参力Ⅱすることができるため、ワンタッチをしてレシー
ブしたり、ブロックしたりすることができ、このことが決定率の低下につながっているものと
考えられる。
結論５． 
以｣このような結果から、コンビネーション攻撃におけるバックアタックの'１１現率は高くなり、ま
たあらゆるポジションから出現するようになったことで、バックアタックを含めたコンビネーショ
ンのパターンが複雑になってきたことを示し、１三1本リーグレベルにおいては、バックアタックが戦
術として定着してきたといえる。さらにほとんどのチームが、バックアタックを打つプレーヤーが
二人以ｌになり、第23回[|本リーグでは見られなかったＷＢＡや、フロントの攻撃者が三人の場合
－８－ 
バレーボールにおけるフロントとバックの攻撃パターンについての研究
にバックアタックを仕掛けるという、フロントとバックのプレーヤーを合わせた四人攻撃も兄られ
るようになった。したがってバックアタックをコンビネーション攻撃のｌ－ｌｊに取り入れ、'幅広い攻撃
をすることで、戦術的により効果的であることが実証された。
今後の日本リーグレベルでのコンビネーション攻撃におけるバックアタックは、出現率がさらに
高くなり、その中でもＷＢＡなどの四人攻撃といった、複雑なコンビネーション攻撃が多く|{}現す
るものと予想される。またこれらのコンビネーション攻撃が定着することにより、バックアタック
はより決定力のある攻撃となり、ゲームの勝敗に与える影響が大きくなっていくであろう。
バックアタックを使う目的が、フロントの攻撃者が二人の場合に、その少ない攻撃者の数を補う
というものから、今後はその目的以外に攻撃の質を高めるＦ１的でパックアタックが使われていくも
のと予想される。
本1J}究は、日本リーグレベルのチームにおけるバックアタックについて、出現率やポジション別
の１１１現頻度について調査し、それをもとにどの様なパターンでコンビネーション攻撃が行われてい
るのかを検討してきた。今後もこれらの調査を継続し、パックアタックが戦術としてどの様に変化
していくのかを検討する必要があるといえる。
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